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り
規
模
が
大
き
く
、
数
個
大
隊
に
編
成
さ
れ
佐
官
級
の
将

校
が
多
か
っ
た
。

済
南
は
気
候
が
よ
く
、
内
地
と
差
が
あ
ま
り
な
い
よ
う

に
感
じ
た
。
北
京
に
近
い
だ
け
あ
り
治
安
も
よ
く
、
鉄
砲

の
音
な
ど
聞
こ
え
な
い
。

軍
医
大
尉
の
当
番
を
命
じ
ら
れ
約
一
年
余
り
勤
務
し

た
。
大
尉
は
水
に
う
る
さ
く
、
煮
沸
、
煮
沸
の
毎
日
だ
っ

た
。
佐
官
ク
ラ
ス
は
ア
パ
ー
ト
式
の
官
舎
に
住
み
、
軍
曹

が
炊
事
を
賄
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
末
に
中
隊
に

復
帰
、
演
習
、
衛
兵
の
明
け
暮
れ
の
毎
日
だ
っ
た
。
空
襲

も
敵
襲
も
な
く
、
戦
闘
の
死
角
に
い
る
よ
う
な
気
が
し

た
。八

月
十
五
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
済
南
｜
上
海
間

を
貨
物
列
車
で
一
カ
月
か
か
っ
て
集
結
。
米
三
升
、
砂

糖
、
缶
詰
は
済
南
で
支
給
に
な
る
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
博
多
へ
上
陸
。
三
月
十
五
日
帰

京
。
弟
は
海
軍
に
志
願
、
呉
海
兵
団
に
勤
務
、
昭
和
二
十

年
九
月
に
復
員
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
結
婚
、
娘
が
二
人
い
る
。
一

人
は
同
居
し
て
い
る
が
、
一
人
は
結
婚
し
て
鹿
児
島
に

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
。

家
内
は
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
死
去
し
た
。

内
地
の
延
長
の
よ
う
な
戦
地
勤
務
だ
っ
た
が
、
大
戦

争
、
大
戦
闘
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
勤
務
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
軍
隊
の
一
面
で
あ
ろ
う
。

和
田
山
の
街
を
歩
い
て
も
か
つ
て
の
兵
隊
仲
間
は
見
当

た
ら
ず
淋
し
い
限
り
だ
。

残
り
少
な
い
余
生
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。

行
く
も
残
る
も
悲
惨

歩
兵
第
三
十
一
連
隊
の
仲
間

岩
手
県

菊

池

政

男

私
は
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
三
月
二
十
一
日
、
岩

手
県
金
ケ
崎
町
に
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
三
度
の
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召
集
（
第
一
回
は
現
役
兵
と
同
じ
）
を
受
け
た
が
、
満

州
・
北
支
・
本
土
防
衛
と
勤
務
を
続
け
、
幸
い
に
し
て
生

還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
八
十
五
の
歳
を
保
ち
農
業

の
現
役
と
し
て
活
動
し
て
い
る
幸
せ
多
き
元
軍
人
で
あ
り

ま
す
。

我
が
原
隊
、
弘
前
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
関
係
者
の
ご
縁

を
得
て
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
、
ロ
シ
ア
の
街
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
シ
ベ
リ
ア
を
北
上
、
ロ
シ
ア
の
街
グ

ロ
デ
コ
ウ
か
ら
国
境
を
山
越
え
し
て
、
中
国
の
国
境
の
街

綏
芬
河
、
綏
陽
に
入
っ
た
。
同
行
十
五
人
の
老
兵
の
う

ち
、
誰
一
人
も
観
光
の
つ
も
り
の
人
は
な
く
、
皆
の
心
が

踊
っ
て
い
た
。

ソ
連
軍
進
攻
に
よ
り
不
運
な
一
生
を
終
え
た
人
々
、
そ

し
て
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
、
我
が
原
隊
、
第
八

師
団
（
杉
兵
団
）
の
将
兵
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
お
い

て
、
あ
る
い
は
海
没
し
、
上
陸
し
得
た
戦
友
は
護
国
の
鬼

と
な
り
戦
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
逃
が
さ

じ
と
、
大
正
六
年
生
ま
れ
の
私
も
一
戦
友
と
し
て
、
こ
の

悲
劇
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
私
は
、
社
団
法
人
元
軍
人

軍
属
短
期
在
職
者
協
力
協
会
の
一
員
と
し
、
労
苦
聞
き
取

り
事
業
に
参
加
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

冒
頭
申
し
た
如
く
、
私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
学
校
卒
業
後
、
第
一
補
充
兵
と
し
て
召
集
を
受
け
る

前
の
六
月
よ
り
九
月
ま
で
の
三
カ
月
、
鉄
道
員
と
し
て
勤

務
し
た
の
で
あ
る
。
私
が
入
隊
し
た
の
は
、
補
充
兵
召
集

の
始
ま
り
で
、
現
役
兵
か
ら
三
カ
月
遅
れ
の
入
隊
で
あ

る
。後

に
聞
く
話
で
あ
る
が
、
初
年
兵
は
、
鬼
よ
り
怖
い
古

参
兵
か
ら
ビ
ン
タ
を
取
ら
れ
る
と
の
こ
と
、
不
安
の
入
隊

で
し
た
が
、
郷
土
部
隊
で
あ
り
、
ま
た
東
北
人
の
温
か
さ

の
た
め
か
、
初
年
兵
の
私
達
に
対
し
て
の
ビ
ン
タ
、
私
的

制
裁
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
く
、
家
族
的
な
扱
い
を
受
け
て
い

た
。昭

和
十
三
年
九
月
、
弘
前
の
留
守
隊
入
隊
、
三
カ
月
後

の
十
一
月
ま
で
に
一
期
の
検
閲
が
終
わ
り
、
歩
兵
第
三
十

一
連
隊
の
い
る
満
州
へ
と
出
発
し
た
。
十
一
月
と
も
な
れ

ば
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
来
た
。
特
に
上
陸
し
た
の
は
朝
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鮮
の
羅
津
で
あ
る
。
寒
さ
は
青
森
の
比
で
は
な
く
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
満
州
で
は
検
閲
は
無
く
、
直
ぐ
に
勤
務

や
国
境
警
備
に
つ
き
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
第
三
大
隊
で

す
の
で
、
観
月
台
と
い
う
陣
地
だ
っ
た
。
こ
こ
は
芬
綏
河

ス
イ
フ
ン
ガ

北
の
陣
地
で
あ
っ
た
。

各
陣
地
は
そ
れ
ぞ
れ
「
千
早
」
と
か
「
赤
坂
」
と
か
の

地
名
が
つ
け
ら
れ
、
千
早
陣
地
は
水
も
豊
富
で
、
敵
に
包

囲
さ
れ
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
。
ま
た
食
糧
も
充
分
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
本
隊
の
第
三
十
一
連
隊
が
比
島
へ
転
進

し
、
終
戦
前
は
混
成
部
隊
に
な
っ
た
と
後
に
聞
い
た
。

そ
の
後
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
は
新
兵
舎
が
で
き
た
の

で
移
っ
た
が
、
私
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
召
集
解
除
と

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
の
勤
務
は
二
年
半
程
で
内
地
へ
帰

還
し
た
の
で
あ
る
。

家
に
帰
り
、
農
業
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年
五

月
、
再
召
集
さ
れ
た
。
大
東
亜
戦
開
戦
半
年
で
再
び
軍
隊

に
復
帰
し
た
が
、
今
度
は
中
国
北
部
の
山
西
省
で
、
第
六

十
九
師
団
（
勝
兵
団
）
で
あ
り
、
こ
の
師
団
も
第
八
師
団

同
様
の
東
北
部
隊
で
あ
っ
た
。
山
西
省
は
共
産
八
路
軍
と

の
戦
闘
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
、
蔣
介
石
軍
と
の
戦
闘
よ

り
共
産
軍
と
の
戦
い
が
主
で
あ
っ
た
。
山
西
省
は
各
地
に

陣
地
を
散
在
さ
せ
て
い
る
の
で
、
陣
地
の
兵
力
は
少
な

く
、
途
中
で
襲
わ
れ
た
り
、
包
囲
さ
れ
る
。
共
産
軍
は
日

本
軍
が
強
け
れ
ば
攻
め
ず
、
兵
力
が
少
な
い
と
襲
撃
し
た

り
包
囲
す
る
の
で
あ
る
。

勝
第
五
二
二
八
部
隊
は
独
立
歩
兵
第
十
八
大
隊
で
あ

り
、
伊
藤
晃
大
尉
が
大
隊
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
（
山

西
省
）
は
鎮
（
郡
）
に
一
個
小
隊
位
を
警
備
に
駐
屯
さ
せ

て
い
る
。
共
産
軍
は
小
数
と
見
る
と
襲
撃
す
る
の
で
、
警

備
隊
は
援
軍
を
出
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

聞
く
所
に
よ
る
と
元
日
本
軍
人
が
八
路
軍
の
共
産
軍
の

大
佐
と
な
っ
て
い
る
と
か
で
あ
る
が
、
我
が
警
備
隊
も
住

民
と
仲
良
く
し
て
情
報
を
取
っ
て
、
八
路
軍
に
襲
わ
れ
な

い
所
も
あ
っ
た
と
か
。
し
か
し
、
我
軍
は
、
分
哨
が
囲
ま

れ
（
敵
五
〇
〇
人
）
苦
戦
し
た
と
か
、
数
人
が
戦
死
傷
を

し
た
と
か
、
応
援
軍
が
敵
に
大
打
撃
を
与
え
た
と
か
、
と

に
か
く
、
我
軍
が
強
け
れ
ば
敵
は
来
な
い
。
弱
い
（
兵
力
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が
少
な
い
）
と
襲
撃
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

私
は
昭
和
十
八
年
八
月
、
召
集
解
除
と
な
っ
た
が
、
終

戦
ま
で
残
っ
た
人
も
い
た
。
し
か
し
、
私
は
内
地
に
帰
っ

た
が
、
昭
和
二
十
年
四
月
、
三
度
目
の
召
集
が
あ
り
、
鹿

児
島
の
街
の
近
く
で
勤
務
し
、
続
い
て
天
草
の
海
岸
で
敵

の
上
陸
を
防
ぐ
た
め
警
備
・
陣
地
を
守
っ
て
い
た
。

食
料
は
割
合
あ
っ
た
が
、
兵
器
は
余
り
無
か
っ
た
。
し

か
し
、
マ
ッ
チ
箱
位
の
火
薬
で
、
軍
艦
も
吹
き
飛
ば
す
兵

器
が
で
き
た
と
か
、
今
思
え
ば
原
子
爆
弾
の
話
だ
っ
た
の

か
、
種
々
な
情
報
が
入
っ
て
来
た
。
終
戦
の
玉
音
放
送
は

出
先
の
陣
地
な
の
で
直
接
聞
か
な
か
っ
た
が
、
終
戦
の
こ

と
は
聞
い
た
。
食
糧
は
米
の
御
飯
を
食
べ
て
い
た
が
、

我
々
は
熊
本
県
の
八
代
へ
引
き
揚
げ
て
行
き
、
十
一
月
ま

で
残
務
整
理
な
ど
し
十
一
月
に
列
車
で
帰
る
の
を
待
っ
て

い
た
。

一
般
の
人
は
外
で
炊
飯
を
し
て
列
車
の
出
る
の
を
待
っ

て
い
た
。
大
隊
長
は
四
国
の
人
で
、
一
個
分
隊
の
兵
隊
と

一
緒
な
の
で
、
皆
よ
り
遅
れ
て
、
十
一
月
に
帰
っ
た
の
だ

か
ら
、
他
の
兵
隊
よ
り
一
カ
月
遅
れ
て
帰
っ
た
。

何
し
ろ
九
州
か
ら
岩
手
県
ま
で
だ
か
ら
随
分
遠
い
道
程

で
あ
っ
た
が
家
の
方
は
大
体
大
丈
夫
で
あ
り
、
家
の
者

も
、
他
人
と
違
っ
て
安
心
し
て
い
た
よ
う
だ
。
私
は
家
が

農
家
で
あ
り
、
六
原
で
養
鶏
を
や
っ
た
り
し
た
が
、
農
地

を
借
り
て
入
植
者
を
受
け
る
準
備
を
し
、
自
分
も
野
菜
栽

培
を
し
、
今
は
老
夫
妻
と
子
供
・
孫
の
六
人
と
生
活
し
て

い
る
。

そ
の
よ
う
に
安
定
は
し
て
い
る
が
、
宍
戸
次
夫
と
い
う

方
の
勧
め
で
、
ソ
満
国
境
の
陣
地
を
、
も
う
一
度
駆
け

巡
っ
て
み
な
い
か
と
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
八
十

歳
前
後
の
老
齢
者
ば
か
り
、
中
に
は
脈
拍
が
時
折
止
ま
る

者
や
、
手
術
に
よ
っ
て
胃
を
三
分
の
一
も
取
り
去
っ
た
者

も
参
加
を
申
し
込
ま
れ
た
。

元
、
国
境
（
ソ
満
）
守
備
隊
の
老
兵
が
多
く
、
第
三
十

一
連
隊
（
第
八
師
団
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
・
弘
前
）
関
係

者
が
十
人
、
第
百
二
野
砲
連
隊
一
人
、
綏
陽
陸
軍
病
院
一

人
、
東
寧
国
境
守
備
隊
一
人
、
綏
陽
県
公
務
員
一
人
、
協
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和
会
一
人
の
十
五
人
で
あ
る
。
私
も
宍
戸
氏
の
話
に
応

じ
、
第
三
十
一
連
隊
員
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
の
で
あ

る
。終

戦
時
近
く
の
あ
の
時
、
忘
れ
も
し
な
い
昭
和
二
十
年

八
月
、
百
万
を
超
え
る
ソ
連
機
甲
部
隊
が
突
如
ソ
満
国
境

を
越
え
て
満
州
へ
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
。
ソ
連
の
満
州
進

攻
で
あ
る
。
当
然
、
全
満
州
は
未
曾
有
の
混
乱
状
態
に
落

ち
た
。
私
は
、
九
州
の
本
土
防
衛
に
三
度
目
の
召
集
を
受

け
て
天
草
に
い
た
か
ら
、
そ
ん
な
状
態
は
知
る
よ
し
も
な

か
っ
た
。
こ
の
当
時
の
描
写
は
、
今
回
の
訪
中
旅
行
の
企

画
者
、
宍
戸
次
夫
氏
で
、
当
時
、
満
州
国
境
の
街
の
警
察

官
で
あ
っ
た
。
同
氏
の
記
述
を
次
に
続
け
て
記
し
て
み

る
。『

夜
が
明
け
る
と
、
空
は
大
き
な
鷲
の
よ
う
な
ソ
連
の

飛
行
機
が
、
二
機
、
三
機
と
、
時
折
、
機
銃
を
加
え
な
が

ら
我
が
物
顔
で
飛
ん
で
い
た
。
遠
く
か
ら
の
砲
声
は
韻
々

と
聞
こ
え
て
く
る
。
国
境
を
突
破
し
た
ソ
連
軍
機
甲
軍
団

が
地
響
き
を
立
て
て
街
に
迫
っ
て
い
た
。
日
本
人
は
ま
さ

か
と
、
関
東
軍
を
信
頼
し
て
誰
も
が
二
日
か
三
日
で
戦
い

は
終
わ
っ
て
、
ま
た
こ
こ
へ
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
う
信
じ

て
い
た
と
い
う
よ
り
、
か
る
く
そ
う
思
っ
て
い
た
。
だ
が

戦
局
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
情
勢
と
な
っ
て
い
た
。

全
満
州
の
国
境
は
ソ
連
の
狙
撃
兵
団
と
機
甲
軍
団
で
埋

め
つ
く
さ
れ
、
国
境
の
陣
地
は
次
々
に
攻
略
さ
れ
、
守
備

し
て
い
た
日
本
軍
は
玉
砕
、
或
は
壊
滅
状
態
で
四
散
し

た
。
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
兵
は
住
民
と
共
に
敗
走
の

憂
き
目
を
見
た
の
で
あ
る
。』

綏
陽
の
警
察
に
い
た
宍
戸
氏
も
命
か
ら
が
ら
山
伝
い
に

逃
げ
延
び
た
が
、
五
十
年
前
は
夢
の
よ
う
で
あ
る
。

「
あ
の
潮
の
よ
う
な
ソ
連
軍
団
が
、
ど
ん
な
所
か
ら
攻

め
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
今
に
な
っ
て
思
え
て
く
る

と
思
っ
た
」
と
、
今
回
の
訪
中
の
途
次
、
そ
う
述
懐
し
て

お
ら
れ
た
。

歩
兵
第
三
十
一
連
隊
は
岩
手
の
郷
土
部
隊
で
あ
る
。
出

動
命
令
を
受
け
て
軍
旗
と
共
に
弘
前
を
後
に
し
た
の
が
、

昭
和
十
二
年
十
月
、
満
州
に
渡
っ
た
。
初
め
は
牡
丹
江
液
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河
に
駐
屯
し
た
が
、
間
も
な
く
駐
留
地
を
、
国
境
の
最
前

線
寒
葱
河
に
移
し
て
露
営
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
寒

葱
河
が
北
満
で
の
最
初
の
駐
留
地
だ
っ
た
。
五
千
人
ち
か

く
も
こ
こ
に
天
幕
で
六
カ
月
も
生
活
し
た
懐
か
し
い
所
で

あ
る
と
言
う
。
こ
の
土
地
が
、
よ
く
も
こ
ん
な
広
い
土
地

が
残
さ
れ
て
い
る
と
、
皆
感
慨
無
量
で
、
し
ば
し
何
か
と

語
り
合
っ
て
時
を
過
ご
し
た
。

綏
芬
河
の
街
の
上
に
「
靖
国
山
」
が
あ
る
。
こ
の
陣
地

で
は
、
ソ
連
進
攻
時
に
は
、
松
山
省
三
少
尉
の
指
揮
す
る

七
十
五
人
の
将
兵
が
ソ
連
兵
と
激
突
、
そ
の
激
戦
で
爆
破

さ
れ
た
陣
地
の
残
骸
や
ト
ー
チ
カ
が
、
山
伝
い
に
累
々
と

今
で
も
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
手
を
合
わ
せ
つ
つ
、
ゆ
う

に
一
時
間
は
見
て
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
所
な
の
に
、
無
知

な
誰
か
が
、
下
り
よ
う
と
声
を
掛
け
て
十
分
程
で
早
々
下

り
て
し
ま
い
、
冥
福
も
祈
ら
ず
心
残
り
で
あ
っ
た
。

次
の
日
は
早
め
に
出
発
し
て
天
長
山
に
向
か
っ
た
。
靖

国
山
か
ら
天
長
山
は
真
正
面
に
見
え
る
。
第
二
百
七
十
一

連
隊
第
三
大
隊
、
石
島
大
隊
長
以
下
三
百
人
の
守
備
し
た

陣
地
で
あ
る
。
ソ
連
軍
が
国
境
を
越
え
て
綏
芬
河
に
進
攻

し
て
来
た
時
、
綏
芬
河
の
一
般
市
民
、
婦
女
子
を
乗
せ

て
、
最
後
の
避
難
列
車
が
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
そ
の

直
前
、
ソ
連
戦
車
の
砲
撃
に
あ
い
、
走
行
不
能
と
な
っ

た
。綏

芬
河
街
長
、
石
田
警
察
隊
長
、
高
石
協
和
会
事
務
局

長
、
ボ
ク
ラ
グ
リ
ル
を
経
営
し
て
い
た
在
郷
軍
人
分
会
長

は
、
列
車
か
ら
婦
女
子
を
誘
導
し
て
天
長
山
に
避
難
し

た
。
そ
の
時
の
人
数
は
、
一
般
人
百
五
十
人
、
在
郷
軍
人

二
百
人
程
で
あ
っ
た
と
い
う
。
天
長
山
守
備
隊
長
は
、
避

難
し
て
来
た
市
民
婦
女
子
を
全
員
収
容
し
て
ソ
連
軍
と
一

週
間
も
戦
い
、
全
滅
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
四
、

五
人
の
脱
出
者
に
よ
っ
て
こ
の
状
況
が
知
ら
さ
れ
た
。

（
ソ
連
兵
も
合
わ
せ
て
、
千
人
程
も
死
ん
だ
。
こ
こ
を
縦

断
し
て
見
る
な
ら
、
恐
ら
く
未
だ
に
遺
骨
が
点
在
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
合
掌
）

観
月
台
は
悲
劇
の
陣
地
で
も
あ
る
。
新
た
に
投
入
さ
れ

た
第
二
百
七
十
三
連
隊
第
三
大
隊
（
土
栄
栄
太
郎
大
尉
）

が
指
揮
を
取
り
、
五
百
人
足
ら
ず
の
兵
が
、
各
陣
地
に
分
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散
し
て
、
順
天
山
（
千
早
山
）、
平
頂
山
、
暁
天
台
、
物

見
山
、
剣
山
、
一
撃
山
、
誠
山
、
尾
峰
、
鷲
周
山
、
信
山

等
、
陣
地
で
戦
っ
た
が
、
殆
ど
全
滅
に
等
し
い
悲
劇
を
生

ん
だ
。

私
や
紫
波
町
の
水
本
雅
志
さ
ん
が
い
た
所
で
、
そ
う
遠

く
な
い
か
ら
歩
い
て
行
こ
う
と
、
数
人
で
歩
き
出
し
た

が
、
後
に
続
く
人
が
少
な
く
引
き
返
し
て
し
ま
っ
た
。
私

も
実
は
歩
く
の
が
疲
れ
て
、
付
い
て
行
け
ず
心
残
り
で

あ
っ
た
。
も
う
二
度
と
行
け
る
所
で
は
な
か
っ
た
の
に
、

残
念
で
あ
っ
た
。

順
天
山
陣
地
も
僅
か
な
兵
で
よ
く
戦
っ
た
。
ソ
連
の
狙

撃
師
団
は
北
か
ら
順
天
河
を
渡
り
後
方
に
迂
回
し
、
同
時

に
正
面
よ
り
も
来
攻
、
戦
車
、
自
動
砲
な
ど
で
猛
烈
な
攻

撃
を
受
け
て
玉
砕
し
た
。
第
十
一
中
隊
正
分
満
見
習
士
官

以
下
二
十
五
人
、
脱
出
者
五
人
。

暁
天
台
は
、
紫
波
町
の
熊
谷
武
三
さ
ん
が
い
た
所
で
心

残
り
で
あ
っ
た
。
ソ
連
来
攻
時
に
は
、
横
溝
正
吉
見
習
士

官
以
下
四
十
人
。
午
前
五
時
過
ぎ
よ
り
敵
戦
車
な
ど
の
攻

撃
を
受
け
て
、
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
脱
出
者
は
六

人
。こ

こ
か
ら
綏
陽
ま
で
は
三
〇
分
程
、
途
中
の
俗
称
「
か

ど
岩
」
は
是
非
写
真
に
収
め
た
い
所
で
あ
る
。「
か
ど
岩
」

の
演
習
地
は
、
将
兵
の
「
た
こ
つ
ぼ
」
と
払
暁
攻
撃
が
思

い
出
さ
れ
る
。「
か
ど
岩
」
の
向
い
側
に
広
い
演
習
地
が

あ
っ
て
、
将
兵
は
「
た
こ
つ
ぼ
」
を
掘
っ
て
中
に
入
っ
て

払
暁
を
待
つ
の
で
あ
る
。

綏
陽
駅
か
ら
綏
陽
陸
軍
病
院
が
見
え
る
が
、
ソ
連
進
攻

時
、
重
病
患
者
約
六
十
人
を
防
空
壕
に
収
容
し
て
、
ま
た

来
る
つ
も
り
で
鍵
を
か
け
て
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
悲
劇

の
防
空
壕
が
あ
る
。
聞
い
て
み
る
と
近
所
の
古
老
は
、
そ

の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
場
所
は
分
か
ら
な
い
と

首
を
振
っ
た
。

「
戦
友
よ
安
ら
か
に
半
世
紀
ぶ
り
旧
満
州
訪
問
の
写

真
入
り
記
事
」

『
綏
西
部
隊
に
「
動
員
下
令
」
が
下
っ
た
の
は
、
昭
和

十
九
年
七
月
七
日
で
あ
る
。
こ
の
動
員
下
令
は
、
大
本
営

が
起
死
回
生
を
図
っ
て
発
動
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
捷しょう
一
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号
作
戦
命
令
」
に
よ
る
満
州
全
般
に
わ
た
る
大
々
的
な
も

の
で
、
関
東
軍
を
骨
抜
き
に
し
た
ほ
ど
の
大
移
動
だ
っ

た
。
綏
西
部
隊
将
兵
が
、
兵
舎
を
が
ら
空
き
に
し
て
、
秘

密
裏
の
う
ち
に
一
夜
で
出
動
し
た
。
行
く
先
は
朝
鮮
の
釜

山
だ
っ
た
。

釜
山
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
始
ま
っ
た
の
は
遭
難
訓
練

だ
っ
た
。
将
兵
は
お
互
い
に
暗
黙
の
う
ち
に
、
南
方
へ
行

く
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
乗
船
を
待
つ
間
、

水
泳
の
訓
練
は
勿
論
の
こ
と
、
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
時
甲

板
か
ら
飛
び
降
り
訓
練
、
縄
ハ
シ
ゴ
か
ら
海
上
に
避
難
訓

練
、
竹
筏
の
組
立
て
訓
練
な
ど
し
て
い
る
う
ち
、
八
月
十

五
日
、
い
よ
い
よ
第
八
師
団
主
力
は
「
玉
二
五
」
と
名
付

け
ら
れ
た
輸
送
船
団
一
九
隻
の
大
編
成
で
第
三
十
一
連
隊

は
「
永
治
丸
」
と
「
福
命
丸
」
に
分
乗
、
外
に
護
衛
艦
七

隻
に
守
ら
れ
門
司
を
出
港
し
た
。

連
隊
本
部
と
、
第
一
大
隊
は
貨
物
船
「
永
治
丸
」
に
、

他
の
隊
も
「
福
嶺
丸
」「
南
嶺
丸
」
な
ど
に
乗
船
出
港
し

た
。
九
月
六
日
午
前
三
時
頃
、
早
々
突
如
大
き
な
激
震
と

同
時
に
火
災
が
発
生
し
た
。
敵
の
魚
雷
を
船
首
部
分
に
受

け
た
の
で
あ
る
。

甲
板
上
は
退
船
命
令
に
よ
り
海
面
に
飛
び
込
む
者
、
右

往
左
往
す
る
者
、
甲
板
う
え
の
蒸
気
配
管
の
破
裂
に
逃
げ

惑
う
者
、
指
揮
命
令
の
不
徹
底
に
船
上
は
修
羅
場
と
化
し

た
。混

乱
を
極
め
る
こ
と
十
数
分
、
敵
魚
雷
の
二
発
目
が
船

体
中
央
に
直
撃
し
て
船
倉
は
大
音
響
を
発
し
て
爆
発
し

た
。
自
分
は
爆
風
の
煽
り
で
海
面
に
飛
ば
さ
れ
て
波
間
に

失
神
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
分
過
ぎ
た
で
あ
ろ
う
。
気
が
つ
い
て
み
た

ら
、
救
命
胴
衣
は
確
実
、
段
々
に
意
識
が
戻
る
。
両
手
両

足
も
あ
る
。
怪
我
も
な
い
と
わ
か
っ
た
ら
急
に
勇
気
が
湧

い
て
来
た
。
自
分
が
乗
っ
て
い
た
「
永
治
丸
」
の
船
尾

が
、
炎
を
上
げ
な
が
ら
沈
も
う
と
し
て
い
た
。
沈
ん
で
行

く
「
永
治
丸
」
か
ら
、
つ
と
め
て
遠
ざ
か
る
よ
う
に
し
な

が
ら
泳
い
だ
。
明
け
方
に
な
っ
て
「
永
治
丸
」
は
東
支
那

海
の
海
底
に
姿
を
没
し
て
い
っ
た
』

満
州
に
残
っ
た
綏
陽
陸
軍
病
院
部
隊
約
百
五
十
人
程
、
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三
個
小
隊
に
分
か
れ
て
牡
丹
江
に
向
け
て
撤
収
行
軍
に

移
っ
た
。
看
護
婦
は
白
衣
を
脱
ぎ
正
規
の
従
軍
看
護
婦
の

制
服
に
着
替
え
て
い
た
。
歩
け
る
患
者
も
交
え
て
綏
西
の

駅
近
く
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
ソ
連

軍
と
遭
遇
、
兵
器
を
持
た
な
い
無
防
備
の
衛
生
兵
隊
は
な

す
す
べ
も
な
く
、
敵
の
銃
撃
に
さ
ら
さ
れ
半
数
以
上
の
死

傷
者
を
出
す
に
至
っ
た
と
い
う
。
看
護
婦
乙
女
た
ち
の
多

く
も
、
こ
の
綏
西
駅
近
い
山
か
げ
で
従
軍
看
護
婦
の
正
装

を
血
に
染
め
て
落
命
し
た
。

ま
と
ま
っ
た
部
隊
が
出
発
し
た
後
、
三
〇
分
程
遅
れ
て

細
井
准
尉
と
兵
一
人
、
軍
属
一
人
と
の
三
人
が
部
隊
の
後

を
追
っ
て
い
た
。
十
分
程
歩
い
た
時
、
後
方
よ
り
一
台
の

ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
、
綏
陽
部
司
令
部
最
後
の
ト
ラ
ッ
ク
と

か
、
幸
運
に
も
便
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
進

行
先
に
行
軍
す
る
病
院
部
隊
が
い
た
。
手
を
振
り
振
り
挨

拶
の
声
を
か
け
て
通
過
し
た
。
こ
れ
が
綏
陽
陸
軍
病
院

（
第
七
六
九
部
隊
）
を
見
た
最
後
で
あ
る
。
間
も
な
く
綏

西
入
口
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
前
方
丘
よ
り
ソ
連
戦
車
の

砲
弾
が
唸
り
を
た
て
て
飛
ん
で
き
て
、
後
方
か
ら
の
部
隊

も
砲
撃
に
さ
ら
さ
れ
薄
暮
の
綏
西
は
修
羅
場
と
化
し
た
と

い
う
。

綏
陽
陸
軍
病
院
の
部
隊
は
こ
こ
で
四
散
状
態
と
な
り
、

ま
ち
ま
ち
に
真
っ
暗
な
山
中
を
個
々
に
彷
徨
い
歩
き
、
生

き
延
び
た
者
は
、
牡
丹
江
、
東
京
城
、
敦
化
に
た
ど
り
着

い
た
。
あ
る
者
は
ソ
連
軍
に
投
降
し
て
シ
ベ
リ
ア
送
り
と

な
り
数
年
も
抑
留
さ
れ
、
あ
る
者
は
中
国
軍
に
捕
囚
さ
れ

医
務
の
手
伝
い
な
ど
し
て
生
き
延
び
て
、
十
年
も
遅
れ
て

帰
国
し
た
者
も
い
る
。
あ
る
者
は
捕
囚
の
身
か
ら
脱
走
し

て
民
間
に
潜
ん
で
食
を
得
る
な
ど
、
満
州
難
民
と
同
じ
悲

惨
な
道
を
辿
っ
て
い
っ
た
。

綏
陽
陸
軍
病
院
、
総
数
約
二
百
人
中
、
帰
還
九
十
三

人
、
死
亡
三
十
一
人
、
生
死
不
明
五
十
三
人
、
み
ん
な
に

よ
く
し
て
あ
げ
て
も
、
戦
う
こ
と
を
知
ら
な
い
乙
女
た

ち
、
看
護
兵
の
末
路
。
慟
哭
の
外
な
い
。

悲
壮
な
り
、
第
百
二
十
四
師
団

第
八
師
団
が
南
方
に
移
動
し
た
後
、
ソ
連
国
境
の
綏
陽

周
辺
の
警
備
は
、
僅
か
に
残
さ
れ
た
部
隊
を
基
幹
と
し
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て
、
他
隊
か
ら
寄
せ
集
め
て
第
百
十
一
師
団
が
編
成
さ

れ
、
第
八
師
団
の
任
務
を
継
承
し
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
新
た
に
第
百
二
十
四
師

団
が
創
設
さ
れ
て
、
綏
陽
付
近
の
警
備
は
こ
の
第
百
二
十

四
師
団
が
担
当
し
、
百
十
一
師
団
は
済
州
島
へ
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
入
れ
代
わ
っ
た
。
一
方
ソ
連
で
は
、
満
州
に

侵
攻
す
べ
く
夥
し
い
、
強
力
な
機
甲
軍
団
が
国
境
に
集
結

し
て
い
た
。

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
は
日
ソ

不
可
侵
条
約
を
破
っ
て
、
ソ
満
国
境
を
越
え
百
六
十
万
に

も
の
ぼ
る
ソ
連
機
甲
軍
団
が
満
州
に
押
し
寄
せ
て
来
た
。

こ
の
大
軍
に
、
装
備
の
貧
弱
な
第
百
二
十
四
師
団
は
ま
と

も
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
師
団
編
成
も
未
だ
に
整
わ
な
い
う
ち

で
あ
っ
た
。
師
団
長
は
椎
名
正
健
中
将
で
あ
る
。

し
か
も
、
国
境
正
面
に
集
結
し
た
ソ
連
軍
団
は
、
昭
和

十
六
年
に
増
強
さ
れ
た
（
関
特
演
に
よ
り
）
関
東
軍
の
精

鋭
を
予
想
し
、
日
本
軍
の
力
を
過
大
に
評
価
し
て
重
装
備

の
機
甲
軍
団
と
狙
撃
師
団
等
の
大
兵
力
を
投
じ
、
満
州
に

侵
攻
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
わ
が
第
百
二

十
四
師
団
は
創
設
早
々
で
あ
り
、
朝
鮮
兵
を
交
え
た
、
火

力
、
兵
力
、
装
備
も
貧
弱
の
ま
ま
、
怒
濤
の
よ
う
な
ソ
連

軍
団
と
東
部
国
境
で
真
正
面
で
対
決
し
た
。

暁
天
台
か
ら
綏
芬
河
に
至
る
約
六
〇
キ
ロ
の
山
岳
地
帯

の
第
一
線
に
は
、
強
固
な
半
永
久
陣
地
も
あ
っ
た
が
、
兵

力
、
装
備
の
大
半
を
抽
出
さ
れ
、
防
衛
力
の
弱
体
化
は
如

何
と
も
し
難
く
、
天
頂
山
、
観
月
台
な
ど
は
幾
日
か
戦
い

支
え
た
も
の
、
外
の
二
十
余
個
所
の
陣
地
は
そ
の
朝
ま
で

に
殆
ど
撃
破
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

師
団
長
は
関
東
軍
の
収
縮
配
備
計
画
の
も
と
、
師
団
司

令
部
を
稷
稜
に
移
し
、
綏
陽
、
綏
西
、
綏
南
、
綏
芬
河
、

東
寧
等
の
兵
力
の
大
部
分
を
稷
稜
に
集
結
し
て
、
第
二
防

衛
線
を
稷
稜
に
展
開
し
た
。
稷
稜
は
綏
陵
と
牡
丹
江
の

ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
る
街
で
、
前
後
は
広
大
な
丘
陵
が
続

き
、
野
戦
陣
地
を
敷
く
の
に
都
合
の
良
い
地
形
で
、
そ
の

西
側
台
地
に
野
戦
陣
地
の
築
城
を
進
め
た
。
防
衛
態
勢
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
中
に
、
第
一
防
衛
線
を
突
破
し
た
ソ

連
軍
は
怒
濤
の
よ
う
に
稷
稜
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。
ソ
連

軍
は
早
く
も
十
二
日
朝
、
第
百
二
十
四
師
団
主
力
の
あ
る
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稷
稜
陣
地
に
猛
攻
撃
を
開
始
、
十
三
日
夜
半
ま
で
に
稷
稜

野
戦
陣
地
は
す
べ
て
突
破
さ
れ
、
各
部
隊
は
小
豆
山
に
集

結
し
て
態
勢
を
整
え
て
戦
っ
た
が
、
ソ
連
軍
と
の
激
突
、

苛
烈
な
戦
い
に
壊
滅
に
近
い
状
態
に
ま
で
な
っ
た
。

師
団
所
属
の
各
隊
将
兵
の
多
く
は
壮
烈
な
戦
死
、
し
か

も
、
二
日
間
の
戦
闘
で
四
人
の
連
隊
長
は
戦
死
し
た
。

第
二
百
七
十
三
連
隊
長

瀬
尾

浩
大
佐

牡
丹
江
重
砲
兵
連
隊
長

纐
纈
哲
三
大
佐

第
二
百
七
十
二
連
隊
長

石
川
栄
治
大
佐

野
戦
重
砲
兵
第
二
十
連
隊
長

松
村

精
大
佐

第
百
二
十
四
師
団
長
椎
名
正
健
中
将
は
、
残
り
少
な
い

将
兵
を
集
め
、
全
員
玉
砕
の
切
り
込
み
態
勢
を
整
え
て
い

る
時
、
上
層
軍
の
後
退
命
令
を
受
け
て
残
存
部
隊
を
ま
と

め
る
に
至
っ
た
。
同
師
団
は
敗
色
濃
い
前
戦
を
知
り
な
が

ら
よ
く
戦
っ
た
。
慟
哭
の
思
い
で
あ
る
。

南
方
転
出
の
第
八
師
団
も
、
転
進
途
上
「
福
嶺
丸
」

「
永
治
丸
」
等
の
座
礁
・
沈
没
。
比
島
戦
場
に
着
い
て
は
、

敵
弾
と
飢
餓
と
、
マ
ラ
リ
ア
等
に
襲
わ
れ
、
帰
れ
た
人
は

ど
れ
程
で
あ
る
か
。
比
島
方
面
作
戦
に
参
加
し
た
陸
海
軍

部
隊
六
十
三
万
。
そ
の
損
害
四
十
七
万
余
で
あ
る
。
も

し
、
第
八
師
団
が
綏
陽
に
残
っ
て
ソ
連
軍
と
戦
っ
た
な

ら
、
た
と
え
精
鋭
を
誇
っ
て
い
て
も
、
第
百
二
十
四
師
団

と
同
様
の
運
命
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
。

自
ら
老
兵
と
い
う
、
十
五
人
の
同
志
は
、
ま
さ
に

老
骨
に
鞭
打
っ
て
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
（
弘
前
）

出
身
の
、
体
験
者
菊
池
政
男
氏
の
証
言
と
、
綏
陽
会

宍
戸
次
夫
氏
の
資
料
を
も
っ
て
、
本
文
を
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
宍
戸
氏
は
過
般
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
御
冥
福
を
祈
る
。星

澤

記

蒙
彊
か
ら
河
南
ま
で

東
京
都

川

村

傳

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
八
日
、
私
が
入
隊
す
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